
仕様書 

 

 

１ 委託名 

英語担当教員英語力向上事業推進業務委託（単価契約） 

 

２ 業務の目的および概要 

   本事業は中学校新学習指導要領の趣旨を踏まえ，岡山市（以下「甲」という。）の生徒に

対し，外国語（英語）の授業を通して外国語科で求められる資質・能力を育成するため，英

語担当教員の英語力向上を図ることを目的とする。 

   受託者（以下「乙」という。）は岡山市立中学校のうち指定された６校の英語力向上対象

校（以下「対象校」という。）に講師を派遣し，対象校の英語担当教員に対しＣＥＦＲ Ｂ

２レベルの英語力を身に付けるのに必要な英会話トレーニングを行う。 

 

３ 履行場所 

岡山市立岡山中央中学校（岡山市北区蕃山町６―１０） 

岡山市立岡山後楽館中学校（岡山市北区南方１－３－１５） 

岡山市立操南中学校（岡山市中区藤崎１３０―２） 

岡山市立旭東中学校（岡山市東区大多羅町２７６） 

岡山市立瀬戸中学校（岡山市東区瀬戸町瀬戸４４４） 

岡山市立藤田中学校（岡山市南区藤田４００） 

 

４ 委託期間  

   令和４年６月１３日（月）から令和４年１１月１１日（金）までとする。 

 

５ 実施時間 

 ３０６時間（１０２日）以内 

   モデル校１校あたり５１時間（１７日）以内 

 

６ 業務日等 

 （１）業務日（学校に勤務する日）（別表１参照） 

     業務日については，次のとおりとする。  

①  委託期間中の各対象校が指定する１７日（国民の祝日に関する法律に規定する休日

は除く。）とする。ただし，甲乙協議のうえで実施時間の範囲内で業務実施日時を変更

することができる。 

   ② 乙は業務を実施できない日が生じる場合は，その日の１週間前までに甲及び学校長と

協議しなければならない。 

なお，急な疾病等でやむを得ない場合はこの限りではない。  

 （２）業務時間 

     業務時間は，１日あたり，午前９時から午後５時までの間の連続する３時間とする。

業務開始及び終了時間は校長が指定する。 

 

７ 業務内容等 

 （１）対象校において，講師が業務時間中に行う業務  

   ① 英語力向上のためのトレーニング 



・ 個別トレーニングを基本とするが，グループでのトレーニングも可とする。 

    ・ 参加者がCEFR B2レベルを取得することを目標とし、参加者のレベルに応じて，段階的に

トレーニング内容を構成する。 

    ・ 発音やアクセントに関する指導等，生徒の英語力向上のための内容をトレーニングに含む

ことができる。 

   ② 参加者の授業参観 

    ・ 外国語（英語）の授業参観を通して，参加者の英語の課題を明確にし，その後のトレーニ

ングへ還元する。 

    ・ 参加者とともに授業を行うことはできない。 

 （２）講師の資格等は以下に掲げる条件を満たす者とする。  

   ① 英語圏または英語を公用語とする国の出身である者。 

   ② 英語力向上に係る指導業務に従事した経験が３年以上あること。 

   ③ 業務の遂行に必要なビザを取得しており，かつ身元保証ができる者。  

 （３）指導監督事項等 

① 乙は，業務実施場所において，講師の業務が適切かつ円滑に実施されるよう講師を指

導及び監督すること。 

②  乙は，研修等を通して講師の資質の向上を図り，対象校において質の高いトレーニン

グが実施できるようにすること。また，参加者が使用する教材があればその費用を負担

すること。 

③ 乙は，講師に係るすべての費用（教材費，渡航費，給与，住居費，諸手当，社会保険，

採用広告費，ビザ取得等にかかる費用，研修費等）を負担すること。また，業務に集中し

て取り組むことができるように指導及び監督を行うこと。 

④ 乙は，故意過失にかかわらず本委託業務実施に問題が生じた場合は，すみやかに業務

実施場所に直接赴いて状況の把握を行うこと。また，当該問題事象が乙に起因すると判

断される場合は，一切の責任を負うこと。  

⑤ 乙は，労働基準法等関係法令を遵守する。健康保険，雇用保険，厚生年金保険等の社

会保険加入手続きは乙が行い，社会保険の加入手続きが済み次第，その内容を甲へ報告

すること。 

⑥ 甲が講師による業務の実施が困難であると判断し，乙の指導や研修で改善されないと

きは，乙は講師を交代させること。 

 （４）その他の業務 

     乙は，毎月の委託業務実施状況について，甲が認める様式にしたがって月別実施報告

書及び授業報告書を翌月５日までに，書類または電子データで甲に対して提出しなけれ

ばならない。 

 

８ 委託料の支払い 

    乙は，甲が検査を行った報告書をもとに，契約時間単価に当該月の業務時間の合計を乗じ

た金額を甲に請求する。ただし、各回の業務時間は１５分単位（端数については、切り捨て

る。）とし、各月の全業務時間も同様とする。  

   なお，業務を実施しなかった日及び時間は費用を支払わない。  

 

９ その他 

   乙は，適正な委託業務履行に必要な打合せを随時甲と行うこととする。 

   本仕様書及び契約書に記載がない事項又は疑義が生じた事項については，甲乙の協議によ

り決定する。 



乙は，契約書作成に合わせて「市の保有する個人情報の取扱委託に関する覚書」を締結す

ること。 

     乙は，地方自治法施行令（昭和２年政令第１６号）第１６７条の４に規定する欠格事項に該

当しないこと。 


